
　「東北・夢の桜街道運動」は、日本で最も愛され
ている“桜”を東北復興のシンボルに掲げ、「桜の
札所・八十八ヵ所」として選定された東北6県の桜
の名所を、東北復興への祈りを捧げながら巡ると
いう観光スキームで、これを民間主導の官民広域
連携・協働推進の運動として盛り上げ、「交流人口
の増加」という形で、被災地である東北の面的再
生を目指す取り組みです。東北・夢の桜街道推進
協議会（事務局は当金庫）では、「旅で支える東北」
の考えのもと、支援する側と支援される側の双方
向の相互扶助が、地域の復興再生を実現し、東北
の「持続可能な地域社会への変革」に繋がると考
えます。金融業界から当運動のメンバーとなってい
るのは、信用金庫業界のみであり、地元の信用金
庫の活動に対する注目度も高く、担うべき役割は
大変大きなものとなっています。平成26年春は、
全国の全267金庫からご後援をいただき、全金庫の
全営業店で「東北・夢の桜街道」のPRポスターが
1月から4月まで掲示されました。

　地域のみなさまに必要な金融サービスを提供し、地域社会の発展に貢献することを企業理念としてい
ます。そうした社会的・公共的な役割を果たしていくため、各種法令や社会的規範等の遵守を経営の最重要
課題の一つとして掲げ、コンプライアンスの徹底に努めています。詳細は19ページをご参照ください。

■コンプライアンス（法令等遵守）

　総代会の審議機能の充実、総代選出の透明性・公正性の向上等を通じて会員・お客さまの声を事業
運営に反映させる取り組みをおこなっています。総代の定数は120名です。詳細は16、17ページをご参照
ください。

　コーポレート・ガバナンス（企業統治）の整備を図り、経営の透明性、公正性に努めています。

■総代会

　理事会において経営の意思決定をおこなうとともに、業務執行の監督をおこなっています。また、常勤
理事で構成される常務会を定期的および必要に応じて随時開催し、経営上の重要事項を協議しています。
　監事会では、監事の職務執行に関する事項を協議しています。監事は、理事の職務執行、コンプライア
ンスや経営全般にわたるリスク管理への対応状況、業務・財務の状況について監査を実施しています。

■経営管理

　お客さまに関する情報の保護と適切な利用を図るため、情報資産保護に関する基本方針（セキュリ
ティポリシー）や個人情報保護宣言（プライバシーポリシー）を制定し、情報漏洩や不正アクセスを防止する
態勢を整えています。

■情報管理

　業務の有効性および効率性を高めること、事業活動に関わる法令等の遵守を目的として、「内部統制
の基本方針」を制定しています。
　基本方針では内部統制確立のための体制を定め、その体制の整備状況について定期的に検証をおこ
なうとともに結果を理事会へ報告しています。

■内部統制

　人権問題に対して正しい理解と認識を持って業務を遂行できる体制を整えています。適正な個人情報
等の取り扱いや、ハラスメント防止（セクシャルハラスメント、パワーハラスメント）への取り組みなどを
通じて、人を思いやる心を持って行動できる職員の育成に努めています。

■人権
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